
個人事業主の集まりからチームへ
新しい事業所運営のカタチ　　　　　　　　

　　　現在、厚労省の介護保険部会では、更新制の廃止
やケアマネ・主任ケアマネの業務の在り方等、さまざまなこと
が検討されています（表1）。ケアマネ誕生から4半世紀が
経過し、まさにいま、変革の時を迎えています。今昔を比べ、
「これは変わった」と思うのはどのような所ですか？

安藤　担当件数が増えていますよね。私がケアマネを始め
た時は最大件数が34件で、私自身は当時パート勤務だった
ので18件ぐらいでした。今は44件、ケアプランデータ連携シス
テムの活用等で最大49件。ICTを使って記録の部分はある
程度、負担軽減ができるようですが、私は利用者さん一人ひ
とりに時間をかけてお話を聞きたいと思うタイプなので、ICT
を導入しても49件という件数では、利用者さんと向き合う時間
を十分に取るのは難しいのではないかなと思います。49件と
聞くだけでプレッシャーに感じる部分もあります。一方で、管
理者として経営面も少しわかってくると、件数を持たないと事
業運営が難しいとも感じています。

堀内　ケアマネは減り、独居や老々介護のご家庭は増えてき
て、依頼を断れない現状もありますよね。老々介護等で配偶
者の方が疲弊していて、一刻も早く支援を入れなくてはという
新規の方がいま、4件くらいあります。以前担当していた方の
ご家族が要介護になったりと、ご依頼もあるので、とても嬉し
いことではあるのですが、件数は増える一方です。訪問が
複数回必要な方も少なくありません。今日は訪問6軒でした。
当社はICTをかなり導入して、記録はとても楽になりました。
でも、私も利用者さんと向き合う時間を大切にしたいので、今
の件数が限界かなと思っています。

髙橋　私はケアマネになって3年程度で、件数の変遷を経験
していません。報酬改定の度に対応を変えて、やっと出来上
がった仕事のペースをまた次の改定で変えるというような変化
に対応してきたベテランならではの大変さがあるのだなと思い
ました。今41件を担当していますが、個人的には、正直、そ
こまでしんどくはありません。

遠藤　私は髙橋さんの事業所の管理者をしているのです
が、スタッフの負担ができるだけ軽くなるように、利用者さんと

取材協力▶

髙橋創一さん
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介護保険制度の開始から25年が経過し、ケアマネジャー（以下、ケアマネ）を取り巻く環境は、大きな変化の時

を迎えている。本誌では現場で切磋琢磨しているケアマネの声を聞くべく、座談会を開催。新時代の土壌を作

り次の世代へと橋渡しをする年代の管理者、これから事業所を盛り立てていく新人管理者、キャリアアップを目指す30

代のケアマネの4名に、明るい未来を迎えるために必要なことを聞いた。
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未来へ！ケアマネ座談会
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